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要旨
　本稿では感情表出性の概念や研究内容を整理し，子どもの感情表出性研究への今後の
方向性を示すことを目的とする．
　感情および感情の表出は個人の健康や社会生活に影響を及ぼすものであり，人は自
らの感情状態をコントロールすることを社会的にも個人的にものぞまれている．自ら
の感情状態をコントロールすることを感情制御 (emotion regulation) といい，感情制
御を，より特性的に表出・不表出という側面から捉えたものが感情表出性（emotion 
expressivity）である．感情表出性の極端な個人は社会的に不利におかれることや，疾患
との関連が欧米で明らかになってきているが，日本における研究は少ない．
　本稿では感情表出性の概念や研究内容を整理し，子どもの感情表出性研究への今後の
方向性を示すことを目的とする．
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はじめに

　我々の心は，常に認知・感情・行動の 3 つ要素の連動
により動いている 1）．その中でも感情は，冷静な認知を
妨げるようなマイナス面が指摘され，認知より一段劣っ
たものとして扱われた時期があるが，近年では人の適応
を生み出すというプラス面が注目され，数多くの研究が
なされるようになってきた 2-5）．
　感情には情報の伝達，動機付け，経験の意味づけそし
て生活を豊かにする働きがあると言われている６）．そし
て喜びや楽しさなどの高いポジティブ感情は日常の生活
を生き生きさせるだけでなく，心臓血管系反応の早い回
復を示し 7），寿命を延ばす 8) といわれている．一方，ネ
ガティブ感情が強いと不安や抑圧が強くなる 9, 10) など，
感情と健康の関連を明らかにした研究が多くみられる．
　感情は個人の健康に関連するだけでなく，感情を表出
することで個人の内的状態の伝達と個人間のコミュニ
ケーションの役割があり 11），社会的相互作用をもたらす．
しかし不適切な感情的な反応は，良好な人間関係形成を
阻害するなど社会的な困難とも関連する 12）．
　感情および感情の表出は個人の健康や社会生活に影響
を及ぼすものなので，人は自らの感情状態をコントロー
ルすることを社会的にも個人的にものぞまれている．こ
の，自らの感情状態をコントロールすることを感情制
御 (emotion regulation) といい，Gross13) は「感情制御
は，感情的反応を増加，保持もしくは減少するために使
用する意識的無意識的方略の全てを含む」と定義してい
る．そして感情をどのように制御するかを，より特性的
に表出・不表出という側面から捉えたものが感情表出性

（emotion expressivity）である．
　感情表出性の極端な個人は社会的に不利におかれる 14, 

15) と言われている．またネガティブ感情の表出が非常に
高いか，もしくは不表出な幼児は問題行動を外在化する
傾向がある 16, 17) など，極端な感情表出性が日常生活に
支障を及ぼすような行動につながるばかりでなく，気管
支喘息の子どもたちが，ストレスの多い努力状況での怒
り・喜びと驚きの表現が少ない 18) など，疾患との関連
が欧米で明らかになっている．

　今後，感情表出性が健康・適応とどのような関連があ
るかを更に明確にできれば，健康・適応状態を促進する
関わりへの示唆が得られると考える．感情表出性という
個人の特性に応じた健康・適応状態を促進する対応は，
一次予防の効果が得られる可能性がある．これらのこと
から，感情表出性は着目する価値がある概念である．
　そこで，本稿では感情表出性の概念や研究内容を整理
し，子どもの感情表出性研究への今後の方向性を示すこ
とを目的とする．

感情表出性の研究の動向

　感情表出性の研究について述べる前に，まず感情及び
感情表出に関する概念を確認しておく．
１．感情の様々な側面
１）感情の分類
　感情は，複雑なものであり，様々な捉え方や分類があ
る．一部を挙げると，1 つには基本的感情と社会的感情
という分類がある 3-5）．基本的感情は，喜び・楽しさ・恐怖・
嫌悪・悲しみ・驚きなどであり，個体の欲求の満足や阻
止に伴って経験されるものである 3-5）．社会的感情は誇
らしさ・恥ずかしさ・嫉妬などであり，他者との関係か
ら生じるものである 3-5）．
　もう 1 つには，人の感情は 1 枚岩ではなく，valence 

（positive － negative） と activation（high activation
－ low activation）という 2 次元で捉えられる，という
感情の二次元モデル 19) が提唱され，北村ら 3) が改変す
るなどしている（Fig.1 参照）．
２）感情の表出経路
　感情を感じている時には自律神経系に作用し，血圧・
心拍・体温・皮膚伝導性など身体的反応に大きな変化が
起こる 4, 5, 11）．そして表情・しぐさ・など非言語的に表れ，
本人に意識された主観的な感情は言語として表される 4, 

5, 11）．
　そして率直に表出される感情と抑制される感情があり
20），その表出反応は，①感情を抑制すること無しにあり
のまま表出する，②真の感情よりも強度を弱めて感情を
表出する，③真の感情よりも強度を強めて感情を表出す
る，④何も表出しない，⑤感情を表出するが，別の感情
を同時に表出することでそれを和らげる，⑥実際に感じ
ている感情とは別の感情を表出する，という 6 つに分類
される 21, 22）．このように表出反応が異なる要因には，感
情の表出・抑制に関する暗黙の社会的ルールである表示
規則や感情制御能力の個人差，パーソナリティ特性（外
向性－内向性，神経症傾向－情緒安定性），感情経験の
頻度や強度の個人差，感情表出性など 4, 20, 23），多くのも
のがある．
２．感情表出性の研究の始まり
　感情表出（emotion expression, emotional expression, 
emotion expressiveness）についての研究は基礎的なFig.1  The two dimensions model of emotions
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研究が古くからおこなわれていた．1900 年代前半には，
表情からの感情の判断 24, 25），感情とその表出の関係 26)

など，感情と，複数の感情反応の中でも表情との関連を
行う研究がなされていた．1900 年後半に入ると，様々
な研究が行われた．まず感情表出を客観的にとらえるた
めの測定方法の研究 27-31），感情表現の認知における精神
神経疾患患者の問題 32), 早発性痴呆の感情表現 33)，片側
の脳障害患者の感情表現の経路 34) など疾患と感情表出
の関連，母子関係における 6 ～ 8 ヶ月児の感情表出の安
定性 35），感情表出の機能としての母子間の凝視パターン
36) など母子の関係と感情表出との関連を明らかにする研
究 , 幼児は静的な表情を読み取れるか 37），感情の表出と
反応のコントロールの発達 38) 乳児の感情制御と感情表
出の性差 39) などの発達的研究が行われ，同様の系統の
研究が今日に至っている．
　用語としては， emotion expression, emotional expression, 
emotional expressiveness, emotional expressivity
など様々に用いられていて，厳密に違いが定義づけ
られていないことが多いが , 感情表出性（emotional 
expressivity）という表現を用いて特性を捉えようとし
た研究が 1970 年頃よりみられはじめ 40, 41)，1990 年頃
より増加している 20, 39, 42-45)．
３．感情表出性の捉え方（定義）
　現在，感情表出性の定義については議論が分かれてい
るところである．感情や表出方法を特定せず，広範囲に
わたる一般的な表出を捉えるか，感情特有の表出性をと
らえるか，という点において違いがあり，結論はでてい
ない．
　Kring ら 42) は，前者の立場をとり，「感情のタイプや
表出方法を仮定せず，様々な感情を表出する，一般的な
性質」と定義し，一因子構造の測定尺度を開発した．
　一方，King ら 46），Gross ら 43) は， 感情価など，感
情に特有の構造をもって感情表出性を捉えた．King
ら 46）は expression of positive emotion（正感情の表
出）， expression of negative emotion（負感情の表出）， 
expression of intimacy（親しみの表出）を捉えて感
情表出性の構造とした．また Gross ら 43）は，positive 
emotion（ 正 感 情 ）， negative emotion（ 負 感 情 ），
impulse strength（衝撃の強さ）をもって感情表出性を
捉えようとした．他にも，家庭での，悲しみ，心配，怒り，
喜びの表出について捉える 47）など，感情表出の構造の
捉え方は研究者により様々である．
　結局，感情表出および感情表出性は個人差の大きいも
のであり，感情の種類や valence によって影響される．
また状態と特性を区別する必要がある 48) ものであるた
め，1 つの分類に固定することができないというのが結
論である．概念や尺度を使用する際には，一因子構造か
多因子構造か，多因子構造ならばどの構造をとらえるの
か等，どの視点で捉えたものかを把握しておく必要があ
る．

４．測定方法
　感情表出および感情表出性の測定は，観察法・質問紙
法などの方法がある．以下にそれぞれの主な方法を述べ
る．
１）観察法
　主にビデオを見たり物語を読んで，その時の表情を評
価者が評価するものである 16, 42, 49-53）．古くから，そして
現在もよく使用される方法である．しかし，評価の再現
性・客観性に欠ける面がある方法である．
　Strayer49) は , 5 ～ 13 歳の子どもを対象に，ビデオを
見ている間の表情を見て，ネガティブ感情及びポジティ
ブ感情をコーディングした． Eisenberg ら 16) は，評価
者が対象者と同性の者であるよう留意した．Michalik ら
50) は，母親と子どもが共に遊んでいる様子をもとにコー
ディングした．Kring ら 42, 51) は，ビデオを見ている間の
表情を valence（正感情・負感情）別に頻度，強さと継
続時間を観察し，それぞれ得点化し，Ｚ得点を算出した

（The Facial Expression Coding System ；FACES）．評
価者は事前に訓練を行っていた．
　他には，成人が自らの負と正のライフイベントを話す
間の感情の表出を 2 人の観察者が判定 52) したり，乳児
や母親を対象に，凝視の方向，発声，ジェスチャーなど
をコード化 53) した研究者がいた．
２）質問紙法
　1900 年代後半に入り，再現性・客観性の高い尺度作
成が行われてきた．
　Snyder28) は，その人の自己プレゼンテーションの社
会的適切さ，適切な自己表現へのきっかけとしての社
会的比較情報に対する関心，表現力豊かなふるまいを
コントロールして修正する能力などを自己評価する尺
度（Self-Monitoring Scale; 25 項目 ; 2 段階評定）を作
成した．Friedman54) は，表現の豊かさを測定する尺度

（Affect Communication Test; ACT）を作成した．しか
しこれは，極端な表出性をもつ，カリスマ的な人を特定
するような尺度であった 42）．
　感情に特有の構造をもって感情表出性を捉えた研究
者たちが作成した尺度は，King ら 46) の，expression 
of positive emotion（正感情の表出）， expression of 
negative emotion（ 負 感 情 の 表 出 ）， expression of 
intimacy（親しみの表出）という 3 因子構造の尺度
The Emotional Expressiveness Questionnaire (EEQ; 
16 項目，7 段階評価，α =.63 ～ .74) や，感情表出に
ついての個人のアンビバレントな考えや努力を調べる
The Ambivalence Over Emotional Expressiveness 
Questionnaire ( AEQ; 28 項目，5 段階評定，α =.77，.87)
がある．
　 ま た Gross ら 43) は， 内 的 な 感 情 体 験 や 正 負 感 情
の表出を評定する，3 因子構造の尺度 The Berkeley 
Expressivity Questionnaire (BEQ; 16 項目，7 件法，α
=.85) を作成した．そして家庭での，悲しみや心配，喜

79—86,



—  82  — —  83  —

びなどの感情表出を測定した The Familial Emotional 
Expression scale for Children and Adolescents 
(FEECHA)47），The Self-Expressiveness in the Family 
Questionaire55) などがある．
　そして上記の尺度はすべて成人を対象とした，自己で
評定をするものである．
　次に，感情表出を「感情のタイプや表出方法を仮定せ
ず，様々な感情を表出する，一般的な性質」と定義した，
Kring ら 42) の作成した尺度は，Emotional Expressivity 
Scale (EES; 一因子構造，17 項目，6 段階評定，α =.91)
である．Dobbs56) の追試によっても，尺度の妥当性は支
持された．
　そして，この成人対象の EES 尺度を Eisenberg ら 16)

は子どもを対象に，他者（教師）が評定する尺度になる
よう表現を変更した．子どもを対象にした尺度は少なく，
他 に Penza-Clyve ら 57） の Emotion expression scale 
for children　( 自己評定，5 段階評定，α =.70) がある
のみである．
５．対象者
　感情表出に関する研究においては，測定尺度のほと
んどが成人を対象にしていることからも推測できると
おり，成人を対象にした研究が多い 9, 13, 20, 41, 43, 45, 52, 56, 58-

62）．また，成人ではあるが，母子関係における母親を対
象とした研究 16, 50, 63) もある．
　また子どもの場合は乳幼児 16, 36, 37, 63-67) を対象に，母子
関係や発達的視点の研究が多く行われている．学童期 14, 

62, 68, 69) や思春期 47, 70, 71) に対する調査は少なく，今後十
分調査されるべきである．
６．健康・適応との関連
　先行研究の中で，健康・適応との関連を明らかにした
ものについて以下に挙げる．
１）発達
　乳幼児期の感情表出に関する発達生理学的変化，学童
期の感情のコントロール獲得に向けての発達に関する研
究が行われていた．例えば，学童期の感情性の発達と社
会的能力の発達 69) および性差 38)，神経発達と他者の視
線や感情表出との関連 65)，感情表出性の自己評定と仲間
評定、行動の関連 20)，感情の表出，感情経験や生理学的
変化の性差 72)，感情の表出と反応のコントロール・コー
ピングとの発達 62, 70) などであった．
２）精神疾患との関連
　成人を主な対象者として，精神疾患患者の感情表出に
ついて研究されていた．主な研究としては，精神病患者
の感情表出とコミュニケーション 73），失感情症など精神
疾患と性格特性との関連 52, 61)，精神的苦痛による階層的
な構造と関係 58) などがあり，子どもの感情表出と精神
生物学的反応の乖離 64) についての調査もあった．
３）身体的疾患との関連
　感情表出性と身体的疾患との関連を明らかにした研究
は多くはないが，乳がん患者と健康な女性の感情的な表

現 74），健康な女性の感情表出とオキシトシン分泌の関連
60)，思春期の頭痛患者と感情表出 47) などの研究が行われ
ていた．また，学童期の子どもの感情表出と喘息患者の
肺機能 18, 71) が，適度な感情表出性と健康の関連を示す
ものである．
４）母子関係
　感情表出は，母子関係や家族間の関係性とも関連が深
く，親としての社会化と子どもの制御されていない感情
表出 75)，子どもの共感性や感情表出と親の共感性・感
情表出・養育態度との関連 67, 14, 16, 76) が明らかにされた．
さらに縦断的研究 50, 66, 63, 77) も行われている．
５）社会的適応
　感情表出性とパーソナリティの発達における関連 77)

や幼児の向社会的行動との関係 14, 64) などから，不適切
な感情表出は，社会的不適応をひきおこすことが明らか
にされている．

日本における感情表出性の研究

　日本においては，感情表出性の研究は子どもを中心に
行われている．家族や友人など関係性・表示規則との関
連 78, 79, 80) や発達的研究 81, 82) との関連が主に明らかにさ
れている．しかしこれらの研究において，感情表出性は
観察法や物語法などにより測定され，客観性が乏しく
一般化していくことは難しい．崔 83) は，中高生を対象
として感情表出の制御を測定する尺度の作成を行ってい
る．しかしその尺度は，友人とのコミュニケーションの
場面においての，感情の種類・感情制御の方略・感情の
起因場所についての質問項目であり，測定される感情表
出の制御はかなり限定される．
　このように，現在日本において感情表出性を客観的に
測定できる信頼性の高い尺度の作成がまず必要な状況で
ある．そして，心身の疾患や社会的適応との関連などの
研究もなく，今後研究によって明らかにされることが望
まれる．

子どもを対象にした感情表出性の研究の必要性

　子どもは，就学することにより，大きな環境の変化を
経験し，ストレスを感じる．環境の変化に対応するには
それまでに獲得した内的安定感や社会的スキルが重要と
なる．さらに 9 歳・10 歳ころになると認知的発達段階
として具体的操作期に入り 84），客観的な見方，相手の立
場に立って考えるなどの変化が見られる重要な時期であ
る．この時期に，仲間との交流を通して人間関係のスキ
ルや社会性などを身につけるのである．
　しかし，子どもの欝や不適応が増加している。文部科
学省の平成 21 年度「児童の問題行動等生徒指導上の諸
問題に関する調査」85) によると，小・中・高等学校に
おける暴力行為の発生件数は前年度より 1 千件増加し，
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小・中学校においては過去最高の件数に上る．暴力行為
が増えた理由について，文科省は（１）感情のコント
ロールができない，（２）コミュニケーション能力の不
足，（３）規範意識の欠如，などを挙げた．このような
子どもたちへの治療的介入はもちろん重要だが，感情コ
ントロールの訓練などの予防的介入も必要である．
　今後，感情表出については発達的視点での研究だけで
なく，健康・適応との関連を明確にする必要がある。研
究結果をもとに，適切な感情処理のスキルの獲得など子
ども自身の訓練，また子どもの感情表出性に応じた対応
の仕方の親 ･ 教師の訓練など予防教育的介入について検
討する必要があるだろう。

おわりに

　本稿では，感情表出性の概念や研究内容を整理し，子
どもの感情表出性の研究についての今後の方向性につい
て述べた．感情表出性という個人の特性に応じて，健康・
適応状態を促進する介入ができることにより，健康の増
進や疾病・不適応状態の予防など，一次予防につながる
ことが期待される．
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Abstract
    Emotions and emotion expressivity have many influences on health and social adjustment. 
Therefore, it is necessary to control emotions and their expressivity socially and personally. This 
control is called “emotion regulation”. Emotion expressivity depicts emotion regulation as a trait 
in terms of the expression-suppression dimension. Although an increasing amount of research in 
western countries has clarified that extreme emotion expressiveness leads to social maladjustment 
and disease, few studies on the subject have been conducted in Japan.
    In the present study, we reviewed findings from previous research on emotion expressivity to 
suggest future direction for research in children in this area.   
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